
第７回小金井市児童発達支援センター運営協議会 次第 

 

 

日時：令和元年１１月５日（火）午前１０時から 

場所：前原暫定集会施設２階Ｂ会議室 

 

 

 

１ 開会 

２ 令和元年１０月までの実績報告 

３ 事務局からの報告事項 

⑴ 運営協議会委員による事業評価について 

⑵ 小金井市児童発達支援事業保護者等補助金の創設について 

⑶ センターの臨時休館について 

⑷ 巡回相談中間報告 

４ 今後の開催日程について 

５ その他 

６ 閉会 

 

 

 

 

■配布資料 

資料１  令和元年１０月までの実績報告 

資料２  講演会・研修会開催予定 

資料３  運営協議会委員による事業評価について 

資料４  評点票 

資料５  業務評価事業公開日 

資料６  小金井市児童発達支援事業保護者等補助金の創設について 

資料７  センターの臨時休館について 

資料８  巡回相談中間報告 

資料９  令和元（２０１９）年度運営協議会開催予定 



資料１

平成31年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①相談支援事業（一般） 27件 13件 20件 15件 8件 17件 17件 117件

②相談支援事業（専門） 40件 32件 39件 63件 38件 52件 67件 331件

③相談支援事業（☎） 207件 175件 227件 195件 163件 238件 241件 1,446件

平成31年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

④児童発達支援事業 22人 22人 22人 22人 22人 22人 22人 -

⑤放課後等デイサービス 50人 50人 49人 49人 50人 50人 50人 -

⑥保育所等訪問支援事業 0人 4人 1人 1人 0人 1人 2人 9人

　　　　　　　回数 0回 4回 1回 1回 0回 1回 2回 9回

⑦親子通園事業 14人 24人 24人 27人 26人 26人 28人 -

　　　　　　　回数 4回 5回 12回 12回 10回 10回 5回 58回

⑧外来訓練事業 125人 140人 141人 146人 152人 158人 157人 -

　　　　　　　回数 329回 325回 359回 367回 314回 383回 367回 2,444回

⑨巡回相談事業 － － － 2回 1回 6回 7回 16回

その他

各事業の報告内容について

①相談支援事業（一般）

②相談支援事業（専門）

③相談支援事業（☎）

④児童発達支援事業

⑤放課後等デイサービス

⑥保育所等訪問支援事業

⑦親子通園事業

⑧外来訓練事業

⑨巡回相談事業

登録者数

登録者数及び実施回数

令和元年

登録者数

登録者数及び実施回数

新規の相談の方が対象

継続相談の方が対象。計画相談等も含まれる。

相談者、関係機関等との電話での相談。予約受付は数に含まない。

登録者数

令和2年
合計

令和元年

・7/3支援者研修　・7/30-31新１年生の会(外来訓練を終了した年長対象）

巡回訪問実施回数(令和元年度から2年間試行実施）

児童発達支援センター運営協議会への実績報告

令和元年10月31日現在

令和2年
合計



資料２

種別 日程 テーマ 時間 講師 会場

11/19
（火）

「子どもの‘そだてにくさ’にどのように寄り添うか」～子どもの発達と行動をうまく理解する～ 10：00～12：00 東京学芸大学教授　橋本創一先生 萌え木ホール

2/7
（金）

「発達が気になる子どもたちへのかかわり」～発達と行動を踏まえた支援～ 10：00～12：00 群馬大学教授　霜田浩信先生
社医学
講堂

7/3
（水）

「発達支援・作業療法士、心理士の立場から」 18：30～20：30 ファシリテータ：きらり職員

11/14
（木）

「ハッピー・ヘルシー・エンパワード」～自閉症を楽しむ～　（当事者の立場から） 18：30～20：30
NPO 法人東京都自閉症協会
NPO 法人リトルプロフェッサーズ
臨床発達心理士　綿貫 愛子

5/7
（火）

「就学相談・小金井市における特別支援教室」 10：00～11：30 小金井市教育委員会

2/8
（土）

「ペアレントトレーニングってなに？」 10：00～12：00 きらり　臨床心理士　藍田幸子

11/29
（金）

「発達について医療機関をどう使うか」 10：00～12：00 きらり　臨床心理士　星合　南

4～6月
10～12月

ペアトレ　幼児　　前期・後期　　各7回シリーズ 10：00～12：00 きらり　心理

4～6月
10～12月

ペアトレ　学齢児　　前期・後期　　各7回シリーズ 10：00～12：00 きらり　心理

ペ
ア
ト
レ

きらり会議室

令和元年度講演会・研修会開催予定

一
般
向
け
研
修

支
援
者

研
修

宮地楽器ホール

保
護
者

学
習
会

きらりホール



  資料３ 

 

運営協議会委員による業務評価について 

 

１ 評価対象事業 

 ⑴ 児童発達支援事業 

 ⑵ 放課後等デイサービス事業 

 ⑶ 外来訓練事業 

 ⑷ 親子通園事業 

 

２ 評価項目 

⑴ 職員は熱心に業務に取り組んでいるか？  

⑵ 子どもたちは楽しく事業を受けられているか？  

⑶ 事業計画に沿った運営がされているか？          

⑷ 清潔に保たれているか？ 

⑸ 事故の無いように配慮されているか？ 

⑹ 事業内容を十分理解しているか？ 

⑺ 質問に明確に答えられているか？ 

⑻ 働きやすい現場となっているか？           

⑼ 児童だけでなく保護者等への配慮はされているか？  

⑽ 総合評価 

 

３ 評価基準 

十分である  

概ね十分である 

どちらともいえない 

やや不十分である 

不十分である 

 

４ 評価方法 

 ⑴ 事業見学 

 ⑵ 職員へのヒアリング 

 

５ 日程 

  令和元年１２月～令和２年１月を予定 

職員ヒアリング  

事業見学 



資料4

評価した事業に○をしてください

十分である
概ね十分

である
どちらとも
いえない

やや不十分
である

不十分である 評価理由

事業見学

1 職員は熱心に業務に取り組んでいるか？

2 子どもたちは楽しく事業を受けられているか？

3 事業計画に沿った運営がされているか？

4 清潔に保たれているか？

5 事故の無いように配慮されているか？

職員ヒアリング

6 事業内容を十分理解しているか？

7 質問に明確に答えられているか？

8 働きやすい現場となっているか？

9 児童だけでなく保護者等への配慮はされているか？

10 総合評価

評価者
氏名

その他
（自由意見）

小金井市児童発達支援センター運営状況評点表

児童発達支援事業　　 放課後等デイサービス事業　 　外来訓練事業　 　親子通園事業評価事業

評価項目

各項目の該当する評価に○を記入してください。また、その理由を記入してください。



資料５

15：30～16：00

開始時間
児童発達
支援

外来訓練
（個別）

親子
通園

職員
ヒアリング

開始時間
外来訓練
（グループ）

職員ヒアリング 開始時間
放課後
等デイ

職員
ヒアリング

10 火 10：30～12：00 〇 〇 〇 〇 14：30～15：30 〇 〇 16：30～17：30 〇 〇

13 金 10：30～12：00 〇 〇 〇 〇 14：30～15：30

16 月 10：30～12：00 〇 〇 〇 14：30～15：30 〇 〇 16：30～17：30 〇 〇

17 火 10：30～12：00 〇 〇 〇 〇 14：30～15：30 〇 〇 16：30～17：30 〇 〇

20 月 10：30～12：00 〇 〇 〇 14：30～15：30 〇 〇 16：30～17：30 〇 〇

21 火 10：30～12：00 〇 〇 〇 〇 14：30～15：30 〇 〇 16：30～17：30 〇 〇

24 金 10：30～12：00 〇 〇 〇 〇 14：30～15：30

27 月 10：30～12：00 14：30～15：30 16：30～17：30 〇 〇

1 見学を希望する日程・時間をお選びください。全ての事業をご見学いただかなくても結構です。

2

3 駐車スペースが少ないため、ご来園の際はなるべく自転車又は公共交通機関をご利用をお願いいたします。

電話：042-387-9848 FAX：042-384-2524 メール s050299@koganei-shi.jp

12

1

外来訓練（個別）については、児童が欠席の場合ご見学いただけない場合もございますのでご了承ください。

令和元年11月19日（火）までに自立生活支援課担当（佐藤・吉本）まで電話、メール又はFAXにてご連絡ください。

令和元年度業務評価　事業公開日

月 日 曜日
午前 午後②午後①

mailto:s050299@koganei-shi.jp


資料６  

 

小金井市児童発達支援事業保護者等補助金の創設について（報告）  

 

国の幼児教育・保育無償化政策が令和元年１０月１日から実施され、

就学前の障がい児の発達支援も無償化の対象となった。  

小金井市としては、この政策の趣旨を鑑み、児童発達支援事業で給食

を提供されている幼児の保護者に対して食材費の負担を軽減し、円滑な

児童発達支援事業の利用を図ることを目的として、無償化の対象となる

幼児の給食費の一部を補助する事業を令和元年１０月１日より開始した。 

 

 

１  補助対象者  

児童発達支援事業、医療型児童発達支援事業に通所する児童（当該

年度の４月１日時点で３～５歳）の保護者  

 

２  補助対象経費  

児童発達支援事業等に通所し、事業所にて提供された給食に対して

対象者が支払った実費徴収分。ただし、１月あたりの補助金額の上限

は、７，５００円とする。  



資料７  

 

小金井市児童発達支援センターの臨時休館について（報告）  

 

周知のとおり、近年台風・記録的な豪雨・大雪等が多発しており、セ

ンターの開館が困難な事態が生じている。悪天候の中では、センター利

用者の安全の確保が困難であるとともに、鉄道各社も計画運休を行うよ

うになり、センター職員の出勤・参集も困難な状況がある。  

したがって、悪天候等が予想されセンターの開館が困難と判断できる

場合、小金井市児童発達支援センター条例第５条の規定により、臨時休

館日を定めるものとする。  

 

 

 

 

 

 

 

※  参考  小金井市児童発達支援センター条例抜粋  

 

第５条  センターの休館日は、次のとおりとする。ただし、指定管理者

が特に必要と認めるときは、市長の承認を得て、これを変更し、又は臨

時に休館日を定めることができる。  

(１ ) 日曜日及び土曜日（毎月第２土曜日を除く。）  

(２ ) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定す

る休日  

(３ ) １月２日及び同月３日  

(４ ) １２月２９日から同月３１日まで  



資料８ 

 

小金井市児童発達支援センター巡回相談 きらきらサポート中間報告 

【第７回運営協議会報告資料】 

 

 

◆概要 

・全園について、２回目の訪問を終了したところ 

・行動観察をもとに、カンファレンスで「具体的な工夫」を考え、しばらく

実践していただいた後、子どもの姿について記録をいただく、という流れ

を繰り返している。 

 子ども・クラスが変化してきている様子があり、それを保護者と共有する

ことで家庭での様子について保護者と共有するきっかけとしても活用い

ただいている。 

 

 

◆現在の状況 

・わかりやすく短い言葉で伝えていたことで、けじめがつけられる日が増え

てきた（片付け） 

・誉めるところや素敵だと思った点を１つ伝えるようにしていったことで

母の表情も明るくなってきている 

・視覚を通して情報が多くなりすぎると混乱してしまう（ことがわかってき

た） 

・他児への顔へのスキンシップが減ったように感じる 

・「〇〇なことは家庭でも気になっていた」というような話を保護者を共有

でき、家庭でどのような場面で起こりやすいのかの話もできた。 

・カンファレンスの日に欠席だったため、実際に見てもらうことはできなか

った。次回までに家庭での様子の把握、気持ちの波の観察を行い、次回へつ

なげていく。 

・ほめてもらう、注目されると嬉しそうにしている。 

・あらかじめ話したりこまめに声掛けすることで、（クラス全体で）すぐに

取り組む児が増えた。 

・なるべくサブが個の対応に入り全体の活動が進むようになる。時々トラブ

ルが２つ同時に起きる（と対応に苦慮する）。 

 

 

◆課題等 

・カンファレンスの時間に、先生方の研修等で該当クラスや管理職の先生方

が不在の場合があり、ややもったいない。 



 

  資料９ 

 

令和元（２０１９）年度運営協議会開催予定 

 

１ 年間実施回数 

  ４回 

 

２ 年度予定 

回 開催日 時間 場所 

第
５
回 

令和元年（２０１９）年 

５月１４日（火） 
午前１０時から正午まで 

前原暫定集会施設 

Ｂ会議室 

第
６
回 

令和元年（２０１９）年 

８月２０日（火） 
午前１０時から正午まで 

本町暫定庁舎 

第１会議室 

第
７
回 

令和元年（２０１９）年 

１１月５日（火） 
午前１０時から正午まで 

前原暫定集会施設 

Ｂ会議室 

第
８
回 

令和２年（２０２０）年 

２月４日（火） 
午前１０時から正午まで 

前原暫定集会施設 

Ｂ会議室 

 







臨床発達心理士の立場と自閉症当事者の立場として感じる世界観や考え方を

専門的な視点でありながらもわかりやすくお話ししていただきます。どんなこ

とに戸惑ってしまうのか、どんなことに配慮してもらうと心理的不安が解消さ

れるのかなど、ご自身で経験された事例を参考にお聞かせいただきます。 

 

  

  

 

 

 

「ハッピー・ヘルシー・エンパワード！」 

 ～自閉症を楽しむ～ 

 

 

  

 

 

 

 

◆講 師：綿貫 愛子先生 （臨床発達心理士） 

◆日 時：2019年 11月 14日(木)  

     18：30～20：30（18：15～受付） 

◆会 場：小金井宮地楽器ホール 小ホール  

          （武蔵小金井駅南口 徒歩 1分） 

◆対 象：市内在勤の、幼児の支援に携わっている方 

       定員 100名 ＊事前に別紙申し込み用紙に 

ご記入いただき FAX にてお申込みください 

◆申込締切：11月 8日（金） 

              主 催 ：  小金井市児童発達支援センター きらり 

小金井市福祉保健部自立生活支援課 

 

 

◆お問い合わせ・申し込み◆ 

     小金井市児童発達支援センターきらり    
      電話 0422-60-1550  / FAX 0422-60-1564 

 
 



 
きらり   FAX 0422-60-1564 
締 切   11/8（金） 

 

 きらり 支援者研修（11/14） 申込用紙 

 

◆ご参加される方 全員のお名前 

 

                                  

  

                                  

    

                                   

 

                                  

 

                                  

 

 

 

 

 

 

◆ご所属 

                            

 

  連絡先                       

 


